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地 す べ り
地すべりとはどういう現象か､われわれが普通

山くずれとよぶ自然現象とどうちがうか､またど

ういう点で区別すればよいか｡

山地や丘陵あるいは台地で､斜面の一部が何ら

かの原因によって安定を失い重力の作用によって

急激に側方あるいは下方へ移動して行く現象を､

一般に山くずれと呼んでいる｡

このような現象は､台風による豪雨とか､梅雨

前線による集中豪雨､あるいは梅雨期の長雨に起

因して起 り､発生する斜面も比較的急しゆんなも

のが多いが､場所によっては､割合にゆるやかな

斜面でも発生することがしば しばある｡このよう

な場合､その運動はきわめて緩慢であり､また継

続的なものが多 く､これを山くずれからわけて､

特に地すべりとよんでいる｡

地すべりと山くずれは､形態のうえではきわめ

てよく似ており､ しばしば 混同 されるものであ

る｡ しからば地すべりと山くずれとはどう違 うか

という点を考えながら､二つの現象について概念

をのべてみると次のようなことになる｡

先ず第 1に､地すべりは起る場所に地質的特異

性がある｡山くずれは地形的な条件さえみたされ

ばゝ､どんな地質のところでも起 りうるというこ

と｡第 2に､地すべりは､基盤の岩石をふくめた

ある地塊､これをかりに地すべり地塊とよべば､

このような一つの地塊のすべる運動が基本となっ

ていること､すなわち､地すべりの場合には､す

べりの運動をおこす地塊と､その下の基盤の境が

岩盤の中にある｡これが一般に地すべり面といわ

れるもので､この面を境にして､上層の部分､す

なわち地すべり地塊と､下層の部分とは物質的に

なんら著 しいちがいがないこと､ところが山くず

れでは､一般にくずれおちる部分は地表層の土砂

磯である｡

そしてたいていの場合､基盤の岩石の上に二次的

に推積した風化産物である｡だから､山くずれで

は､岩盤が地塊としてくずれおちたりすべりおち

たりすることは､一般にはほとんどないといって

よい｡

と 山 くず れ

第3に､地すべりの運動は､特殊な粘土 (これ

を一般に地すべり粘土とよぶ)の生成と関連しな

がらおこる｡かんたんにいえば､このような地す

べり粘土が できやすい 地質条件の ところにおこ

る｡地すべりに地質的特異性があるというのも､

実はこ かゝらくるといってよい｡

以上の三点が地すべり現象を理解する基本とな

るものであるが､これをできるだけ簡単に表現す

れば､特別の地質条件のところで､特別の地すべ

り粘土をつくりながら､基盤の岩石をふくめたあ

る地塊がすべる現象とでもいえばよいだろう｡そ

して､地すべりの運動と粘土の生成との間には､

相互にたすけあうところの相補作用が働き､運動

をおこす地塊の下盤との鏡は､力学的な破砕面で

あると考えるならば､ことがらが一層はっきりし

てくる｡ しかしながら自然現象を簡単なことばで

いゝあらわそうとすると､どうしても表現が不充

分となり､しばしば誤解をまねきやすく､また理

解もされにくい｡

地すべりの分 類

地すべりの分頬には､一般に地すべりが起る地

質的な条件､ すなわち 地すべりの 素因によるの

と､地すべりの形態､あるいは運動のようすによ

る二つの方法がある｡

地質条件による分類には､第三紀層地すべり､

破砕帯地すべり､温泉地すべりがある｡

形態による分類には､崩壊性地すべり､または

山くずれ塾地すべり､普通地すべり､働行性地す

べりがある｡

崩壊性地すべりは変動区域内に多数の地われが

できたり､ 地われによって 落差や 憤動を生じた

り､末端部がくずれたり土石流を生じ､急激にす

べる.沖縄の地すべりはほとんどこの叛に属する

ものと思われる｡

普通地すべりは変動区域周辺に部分的地われを

生じは 一ゞ体として移動する｡

働行性地すべりは一部分に地われを生じたり､

変動区域の輪郭がはっきりしない｡最も緩慢なす

べりである｡
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防 止 対 策

地すべ t)Fli象を LJfi力学的な見地か ら説明する

と､地すべ りは､すべ り面に.iIIつてすべ りを起そ

新里部落における地すべり復旧現場

新里部落における地すべり現場
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地すべり現象､福岡県北九州市門司

うとする力と､それに択抗する力が均衡を保って

いるときほ起 らない｡ しか しなが ら､このすべ り

を起そ うとする力が､何人 らかの原因で､すヘ リ

面に沿っての虹抗力より大きくなって均衡がやぶ

れたときに､は じめて発生する｡ したがって地す

べ りを防止するためには､ このすべ りを起そ うと

する力を減殺するか､あるいはすべ り面に沿って

の抵抗力を増大させるか､さもなければ､測動力

を減少するとともに､抵抗力を増大させることに

よっていっても附動力に充分 うちかつだけの択批

力をなんらかの方法でたもたせるように しな(+)L

はな らない｡

このためには､地すべ り斜面の安全率

( ∴ 宣 ･-:-＼∴ ∴ ' :･

すべ り面上のせん断強さの和
すべ りLTEi巨石衰際のせん断応力の和)を求め､斜

面の安全度を知るとゝもに､これを充分安定させ

るために､安全率を少な くとも 1.0以 卜に Lなけ

ればな らない｡

また地すべ り地域内にある地表水のうちて､少

な くとも地下-浸透するおそれのあるものは排険

し､浸透水を防 ぐように地表排水を充分に行なわ

なければな らない｡ しか しなが ら､地表水の浸透

を完全に防 ぐことは困難で､ある程度の浸透はま

ぬかれない｡そこで､ 地すべ り地域内にはいった

有譜な地下水や他の地域か ら流下 して来た地下水

を昭工や排水,ポー リソクなどによって速みやかに

地表に導き排除 しなければな らない｡

特に排水ボ- リングは地すべ り地域の L二万の肢

も危険な地下水を地表に導 くように施行 しなけれ

ばな らない｡ したがって､間隙水圧を最低に し､粘

ŷT))を最大にするように しなければならない｡と

ころが､豪雨などのときは､上述のごとく地表水の

浸透を宗全に防 ぐことは至難であ L)､ また地下水

を宗全に地表に導 くことは､ とうてい不可能であ

るoLたがって､間隙水TEを､いつでも最低にたも

っ ことは困難であり､そのためには縦穴ボーリン

グや電気探査などてすべ り面を確定 してそれ以 卜

までの打工やえん提工その他その地方に適 したl肝

flLt工法などを施打 LなければならないO

(手書喜福)


